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梅
雨
の
季
節
、
タ
チ
ア
オ
イ
の
花
が
凛
と
太

陽
に
背
を
伸
ば
し
、
雨
に
ぬ
れ
た
木
々
の
緑
は

濃
く
な
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
囲
ま
れ
た
渋
谷
で
は
、
暑
さ
寒
さ
の
ほ
か

は
、
季
節
の
移
ろ
い
に
ど
う
も
疎
く
な
っ
て
し

ま
う
▼
遅
れ
て
新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
東
北
地

方
で
は
、
山
菜
や
タ
ケ
ノ
コ
を
採
り
に
山
に
入

っ
た
人
が
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
被
害
が
今
年
も
多

発
し
て
い
る
。
中
に
は
、「
ク
マ
よ
け
」
用
の

鈴
を
身
に
つ
け
て
い
た
女
性
が
襲
わ
れ
、
亡
く

な
る
ケ
ー
ス
も
▼
報
道
に
よ
れ
ば
、
ク
マ
が
人

工
音
に
慣
れ
た
結
果
、
ラ
ジ
オ
や
車
の
エ
ン
ジ

ン
音
に
近
付
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
過
疎

化
に
よ
っ
て
里
山
が
失
わ
れ
、
ク
マ
と
の
緩
衝

地
帯
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
▼

ブ
ナ
の
新
芽
が
萌
え
出
す
こ
ろ
、
堅
雪
が
残
る

山
に
人
々
が
分
け
入
っ
て
ク
マ
を
撃
つ
。
こ
う

し
た
雪
国
の
習
俗
を
、
近
畿
大
学
名
誉
教
授
で

文
化
功
労
者
の
院
友
・
野
本
寛
一
先
生
の
著
書

『
季
節
の
民
俗
誌
』
は
伝
え
る
▼
地
域
に
よ
っ

て
差
異
は
あ
る
が
、
集
団
狩
猟
を
す
る
集
落
ご

と
に
独
自
の
し
き
た
り
が
あ
る
。
ブ
ナ
の
芽
が

膨
ら
む
春
の
土
用
に
狩
り
に
出
る
。
撃
っ
た
ク

マ
を
山
の
神
に
供
え
る
。
肉
や
骨
を
残
さ
ず
分

け
る
。
自
然
と
と
も
に
生
き
る
共
同
体
が
築
い

て
き
た
「
掟
」
な
の
だ
▼
そ
う
し
た
習
俗
を
伝

え
る
集
落
か
ら
都
会
へ
人
が
離
れ
て
い
る
。
ク

マ
に
と
っ
て
は
、
狩
り
で
使
わ
れ
て
き
た
火
薬

や
鉄
の
に
お
い
に
危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
然
と
と
も
に
生
き

る
暮
ら
し
方
を
忘
れ
た
我
々
の
営
み
の
影
響

が
、こ
こ
で
も
顕
在
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

国
学
院
大
学
は
今
年
、
母
体
で
あ
る
皇
典
講

究
所
が
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
設
立
さ
れ

て
か
ら
１
３
５
年
を
迎
え
る
。
幕
末
か
ら
続
い

た
一
大
変
革
の
中
で
本
学
の
礎
は
ど
の
よ
う
に

築
か
れ
た
の
か
？　

「
明
治
維
新
１
５
０
年
」

を
迎
え
る
平
成
30
年
を
前
に
、「
国
の
基
を
究

む
る
」
べ
く
歩
み
続
け
て
き
た
本
学
の
黎
明
期

を
、
当
時
を
支
え
た
６
人
の
人
物
の
足
跡
を
た

ど
り
な
が
ら
検
証
す
る
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
本
学
博
物
館
校
史
展
示

室
で
は
、
本
学
創
立
１
３
５
周
年
記
念
展
示

「
有
栖
川
宮
家
旧
蔵
資
料
と
国
学
院
大
学
の
歴

史
」
が
７
月
23
日
（
日
）
ま
で
開
か
れ
て
い

る
。
皇
典
講
究
所
創
立
か
ら
１
３
５
年
に
わ
た

っ
て
刻
ま
れ
た
本
学
の
足
跡
を
、
貴
重
な
資
料

を
基
に
振
り
返
る
好
機
で
も
あ
る
。

 

【
６
、
７
面
詳
報
】

６人の足跡が示す
黎明期の「国学院」

　

本
学
創
立
１
３
５
周
年
と
国
学
院
大
学

院
友
会
発
足
１
３
０
周
年
記
念
の
特
別
展

「
高
円
宮
家
所
蔵　

根
付
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
が
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
本
学
博
物

館
で
始
ま
っ
た
。
開
幕
前
日
の
５
月
27

日
、
博
物
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
で

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階
の
常

磐
松
ホ
ー
ル
で
特
別
講
演
会
「
手
の
ひ
ら

の
小
宇
宙
」
が
行
わ
れ
た
【
２
面
詳
報
】。

　

根
付
と
は
、
印
籠
や
巾
着
な
ど
を
帯
か

ら
吊
る
す
時
に
用
い
る
滑
り
止
め
の
道

具
。
今
回
特
別
展
に
展
示
さ
れ
た
約
２
８

０
点
の
根
付
は
高
円
宮
憲
仁
親
王
殿
下
と

同
妃
殿
下
が
収
集
さ
れ
た
も
の
だ
。
象
牙

や
木
材
な
ど
で
作
ら
れ
た
か
わ
い
ら
し
い

も
の
や
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
作
品
も
あ

り
、
日
用
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
芸
術
品

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
、
赤
井
益
久
学
長

に
よ
る
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
妃
殿
下

が
「
日
本
の
文
化
を
凝
縮
し
た
形
で
物
語

っ
て
い
る
一
つ
の
装
身
具
で
あ
り
、
日
本

の
持
つ
伝
統
工
芸
の
技
術
を
全
部
網
羅
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と

根
付
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
妃
殿
下
は

そ
の
後
、
関
係
者
ら
に
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
解
説
や
入
手
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
館
内
を
回
ら
れ

た
。
特
別
講
演
会
の
後
、
有
栖
川
宮
記
念

ホ
ー
ル
で
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
も
催
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、
院

友
会
の
𠮷
田
茂
穗
会
長
を
は
じ
め
全
国
各

地
の
院
友
会
支
部
長
ら
約
１
５
０
人
が
出

席
。
院
友
学
術
振
興
会
会
長
・
院
友
会
理

事
の
菅
野
雅
雄
さ
ん
（
昭
32
卒
・
69
期
文

Ⅱ
、
昭
35
修
・
68
期
修
日
文
、
昭
38
修
・

71
期
博
日
文
）
は
「
根
付
は
現
代
で
い
う

ス
ト
ラ
ッ
プ
。
皆
さ
ん
に
親
し
み
の
あ
る

も
の
な
の
で
気
軽
に
見
に
来
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。
特
別
展
は
７
月
23
日

（
日
）
ま
で
。

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
を
お
迎
え
し 

創
立
1
3
5
周
年
記
念
特
別
展
が
開
幕
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３氏に名誉教授授与

　本学は、平成29年３月に退職した元文学
部教授の上山和雄氏、元経済学部教授の菅井
益郎氏、元法学部教授の長谷川光一氏の３氏
に、平成29年４月１日付で名誉教授の称号
を贈ることとした。
　授与式は、渋谷キャンパス若木タワー内の
学長室で、６月７日に行われた。
　上山氏は日本近現代史、菅井氏は近代日本
経済史、長谷川氏は民法、比較法がそれぞれ
専門。

菅
井
氏

長
谷
川
氏

上
山
氏

客員教授に久保田氏
　６月１日付で、産経新聞社編
集局編集委員の久保田るり子氏
が本学客員教授に就任すること
となり、７日午後１時から委嘱状の交付式が
行われた。
　久保田氏は、昭和50年成蹊大学経済学部
卒業、平成７年防衛省防衛研究所一般課程修
了。昭和50年に産経新聞入社後、韓国ソウ
ル支局特派員などを経て現職。国際情勢をカ
バーするほか、フジテレビの報道番組「みん
なのニュース」にレギュラーコメンテーター
として出演している。
　交付式では、赤井益久学長から久保田氏に
委嘱状が手渡された。

久保田氏

高校教員対象説明会
30年度の入試概要を解説
　５月26日午後３時から、渋谷キャンパス
学術メディアセンター常磐松ホールで高校の
教員を対象とした入試説明会が行われ、206
校から教員が参加した。
　尾近裕幸入学担当理事・経済学部教授は、
この４月に制定された学校法人国学院大学
の中長期計画「21世紀研究教育計画（第４
次）」に言及し、「本学の入試偏差値や制度
や校風に加えて、大学の目指す将来像も含め
てご理解いただければ」とあいさつした。
　続いて針谷壮一入学試験委員長・文学部教
授と入学課職員から平成29年度入試結果と
30年度入試制度についての説明、就職担当
の職員から学生に配布している資料を基に、
本学の就職支援体制について紹介があった。

　

本
学
創
立
１
３
５
周
年
・
院
友
会

発
足
１
３
０
周
年
を
記
念
し
た
特
別

展
「
高
円
宮
家
所
蔵　

根
付
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
ま

れ
た
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
は
、
引
き

続
き
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
の
特

別
講
演
会
「
手
の
ひ
ら
の
小
宇
宙
」

に
登
壇
さ
れ
た
。

　

手
の
ひ
ら
に
乗
る
極
小
サ
イ
ズ
な

が
ら
宇
宙
ま
で
広
が
る
テ
ー
マ
を
持

つ
根
付
。
高
円
宮
憲
仁
親
王
殿
下
は

「
根
付
は
日
本
の
文
化
を
象
徴
す
る

も
の
。
歴
史
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
よ

う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
す
べ
き
で
あ

る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

殿
下
が
好
ま
れ
た
根
付
の
「
捻
り
」

に
つ
い
て
「
あ
っ
と
思
う
と
こ
ろ
、

し
ゃ
れ
や
ユ
ー
モ
ア
、
思
い
が
け
な

い
隠
し
味
」
と
妃
殿
下
は
説
明
さ
れ

た
。

　

殿
下
が
好
ま
れ
た
根
付
に
つ
い
て

妃
殿
下
は
「
宮
さ
ま
が
古
今
東
西
で

最
も
哲
学
的
だ
と
称
さ
れ
て
い
た
」

と
い
う
杜
甫
の
春
望
「
国
破
れ
て
山

河
あ
り
」
を
表
現
し
た
作
品
を
挙
げ

ら
れ
た
。
そ
の
根
付
が
会
場
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
さ
れ
、
妃
殿
下
が
画
像

「
根
付
は
日
本
の
文
化
を
象
徴
」

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が
ご
講
演

　

平
成
28
年
度
の
本
学
の
就
職
率
は
94
・
２
％
と
前
年
度
に
引
き
続

き
高
い
水
準
を
維
持
し
た
。
売
り
手
市
場
が
続
く
中
、
本
学
は
優
良

企
業
へ
の
就
職
者
数
を
著
し
く
伸
ば
し
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
の
就
職
実
績
は
26
年
度
12
人
、
27
年
度
27
人
、
28
年
度
31

人
と
大
き
く
躍
進
し
た
。
近
年
の
傾
向
に
つ
い
て
学
生
事
務
部
の
藤

形
正
俊
・
就
職
担
当
事
務
部
長
は
「
各
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
で
働
く
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
座
談
会
を
開
く
な
ど
、学
生
と
優

良
企
業
と
の
接
点
を
増
や
し
た
た
め
」と
要
因
を
分
析
し
て
い
る
。

　

公
務
員
・
教
員
へ
の
就
職
状
況
は
ほ
ぼ
例
年
並
み
。
公
務
員
は
国

家
・
地
方
合
わ
せ
て
１
１
４
人
。
昨
年
よ
り
17
人
減
っ
た
が
、
こ
れ

は
、
民
間
企
業
の
採
用
意
欲
が
高
く
、
公
務
員
志
望
の
学
生
が
一
部

進
路
変
更
し
た
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
教
員
就
職
者
数
は
臨
任
・
非

常
勤
講
師
含
め
公
立
学
校
は
１
５
５
人
（
既
卒
生
は
１
２
８
人
）

で
、
私
立
学
校
へ
の
就
職
者
は
31
人
。
28
年
度
に
１
期
生
を
送
り
出

し
た
人
間
開
発
学
部
子
ど
も
支
援
学
科
を
含
む
幼
稚
園
・
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
就

職
者
は
64
人
だ
っ
た
。

　

６
月
か
ら
は
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
に

よ
る
１
〜
３
年
生
に
向

け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
付
ブ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
藤
形
部
長

は
「
就
職
活
動
期
間
が

短
く
な
り
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
選
考
の
う
ち

と
考
え
る
企
業
が
増
え

た
。
参
加
す
る
こ
と
で

圧
倒
的
に
有
利
に
な

る
」
と
指
摘
し
て
い

る
。 28

年
度
卒
の
就
職
率
94
・
２
％

優
良
企
業
へ
増
加
傾
向

不動産 ４％非営利 ３％

製造 ６％

神職 ５％

公務員 ６％

建設 ３％

業種別進路比率（全学部）

金融
10％

教育
13％

卸・小売
20％

運輸・通信
５％

マスコミ
３％

サービス
22％

を
指
し
な
が
ら
「
小
さ
な
橋
が
あ

る
」
と
説
明
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら

ど
よ
め
き
が
起
き
た
。
妃
殿
下
は
根

付
に
表
現
さ
れ
て
い
る
桜
に
つ
い
て

「
宮
さ
ま
と
何
回
も
お
話
し
し
た
思

い
出
深
い
作
品
」
と
回
想
さ
れ
た
。

　

「（
根
付
は
）
幅
広
く
日
本
の
伝

統
的
な
技
法
や
意
匠
を
網
羅
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
背
景
を
理
解
し
よ

う
と
し
た
海
外
の
方
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な

る
」
と
述
べ
ら
れ
る
妃
殿
下
。
根
付

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
の
文
化

交
流
と
い
う
「
宮
さ
ま
が
始
め
た
仕

事
を
続
け
る
の
が
私
の
責
務
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ

た
。

十二神将　午・辰・寅・午・巳（阿部賢次、象牙、1984/6.8㎝、
1988/6.9㎝、1986/6.8㎝、1991/7.0㎝、1986/6.7㎝）

待宵草
（太田弥光、象牙、1998/5.7㎝）

サルカニ合戦
（小林仙歩、象牙、鼈甲、1987/4.4㎝）

教職員人事

◆ 自己都合◎大学事務局◇嘱託▽木崎優（学
生事務部学生生活課学生相談室）
 平成29年４月30日付

退　　職
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平
成
28
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大
学

決
算
は
、
監
事
お
よ
び
監
査
法
人
の
監

査
を
経
て
、
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
で
承
認
、
同
日
開
催
の
評
議
員

会
に
報
告
、
了
承
さ
れ
た
。

　

本
決
算
は
24
年
度
か
ら
の
５
カ
年
計

画
で
あ
る
「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画

（
第
３
次
）
」
の
最
終
年
度
と
し
て
の

決
算
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
厳
し
い
外

部
要
因
が
あ
る
中
、
中
期
計
画
に
の
っ

と
り
事
業
を
遂
行
し
た
上
で
、
お
お
む

ね
堅
調
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

財
政
面
に
お
い
て
は
、
重
要
度
な
ど

の
優
先
順
位
を
決
め
各
事
業
が
円
滑
に

遂
行
で
き
る
よ
う
財
源
配
分
を
行
う
と

と
も
に
、
持
続
可
能
と
な
る
よ
う
基
本

金
を
は
じ
め
と
す
る
財
務
基
盤
の
強
化

を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産

規
模
で
も
、
総
資
産
が
１
２
２
０
億
円

を
超
え
、
各
事
業
を
支
え
る
財
務
基
盤

は
着
実
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
財
務
基
盤
の
健
全
性
を
図

り
、
新
た
な
中
期
計
画
で
あ
る
「
21
世

紀
研
究
教
育
計
画
（
第
４
次
）
」
な
ら

び
に
各
年
度
の
事
業
計
画
が
着
実
に
遂

行
で
き
る
よ
う
財
務
運
営
を
行
っ
て
い

く
。

　

な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。（
財
務
部
経
理
課
）

海外大学３大学と
一般協定締結
　国学院大学は、海外の大学３校と一般協定
を締結した。各校には、今夏から学生を派遣
予定だ。協定期間はいずれも５年間。協定内
容は下記のとおり。
▽ 中国・復旦大学国際文化交流学院
　目　的： 同大中国語プログラムへのセメス

ター留学学生派遣
　締結月： 平成28年12月
▽ ニュージーランド・クライストチャーチ工
科大学
　目　的： 同大英語プログラムへのセメスタ

ー留学学生派遣
　締結月： 平成29年３月
▽ アイルランド・ダブリンシティ大学ランゲ
ージサービス
　目　的： 同大英語プログラムへの夏期短期

留学学生派遣
　締結月： 平成29年６月

成績優秀者奨学生が決定
56人を表彰
　国学院大学は、平成29年度の成績優秀者奨
学生56人を発表した。同制度は、前年度特に
優れた学業成績を修めた者を表彰し、さらに
その能力を伸ばし勉学を奨励することを目的
とする制度で、学部学生２年生以上を対象と
している。
　表彰式は、文学部・経済学部・法学部・
神道文化学部が６月８日午後５時から渋谷
キャンパス会議室02で行われ、赤井益久学
長は「学問を修めるだけでなく人間を磨くこ
とにも励んでいかないといけない」とあいさ
つした。その後各学部長から表彰状が授与さ
れた。奨学生を代表し、湯浅恵君（経４）は
「大学での学びを活かして社会で役立つ人間
になりたい」とさらなる飛躍を誓った。
　人間開発学部は14日（水）にたまプラーザ
キャンパスで行われる。

渋谷区民大学講座
ルーヴル美術館の美を語る
　６月３日午前10時30分から渋谷キャンパス
学術メディアセンター常磐松ホールで、平成
29年度国学院大学渋谷区民大学講座が行われ
た。「ルーヴル美術館―永遠の美と新たな魅
力―」と題して、小池寿子文学部教授が講
演。約70人の参加者が耳を傾けた。
　小池教授はNHKと仏・ルーヴル美術館が
共同制作し、昨年９月に完成した８Kハイ
ビジョン撮影による番組「ルーヴル美術館　
永遠の美」に学術協力で携わり、９点の彫刻
・絵画を選出している。1435年頃にヤン・フ
ァン・エイクによって描かれた「宰相ニコラ
・ロランの聖母」では、肉眼では見られない
ほど小さく描かれた町並みや市街地に咲く花
も、ハイビジョン撮影によって見ることがで
きるようになっていると解説を加えた。

　

国
学
院
大
学
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
お
目
見
え
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
読
書
ス
ペ
ー
ス
「
み
ち
の
き

ち
」
制
作
で
中
心
と
な
っ
た
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
「
ほ
ん
の
ひ
と
コ
マ
」
が
５

月
19
日
、
同
セ
ン
タ
ー
１
階
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ

た
。
登
壇
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

け
ん
引
し
た
石
井
研
士
本
学
副
学

長
・
神
道
文
化
学
部
教
授
、
ブ
ッ

ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
幅
允
孝
さ

ん
、
建
築
家
の
谷
尻
誠
さ
ん
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
木き

住し

野の

彰
悟
さ
ん
の
４
人
で
、
み
ち
の

き
ち
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
熱
く

事業活動収支計算書　平成28年４月１日から平成29年３月31日まで （単位：百万円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科目 予算 決算 差異

特
別
収
支

事業活動
収入の部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 14,034 14,009 25 資産売却差額 0 1 △1
手数料 619 749 △130 その他の特別収入 337 323 14
寄付金 170 160 10 特別収入計 337 324 13
経常費等補助金 2,141 2,147 △6

事業活動
支出の部

資産処分差額 72 58 14
付随事業収入 196 176 20 その他の特別支出 0 0 0
雑収入 442 495 △53 特別支出計 72 58 14
教育活動収入計 17,602 17,736 △134 特別収支差額 265 266 △1

事業活動
支出の部

人件費 9,712 9,674 38 ［予備費］ 529 529
教育研究経費 5,438 5,184 254 　基本金組入前当年度収支差額 1,045 2,113 △1,068
管理経費 1,306 1,233 73 　基本金組入額合計 △3,605 △3,411 △194
教育活動支出計 16,456 16,091 365 　当年度収支差額 △2,560 △1,298 △1,261

教育活動収支差額 1,146 1,645 △499 　前年度繰越収支差額 1,000 1,000 0

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 195 229 △34 　基本金取崩額 0 0 0
その他の教育活動外収入 0 0 0 　翌年度繰越収支差額 △1,559 △298 △1,261
教育活動外収入計 195 229 △34

（参考）

事業活動
支出の部

借入金等利息 32 28 4
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 32 28 4

教育活動外収支差額 163 201 △38 　事業活動収入計 18,135 18,290 △155
経常収支差額 1,309 1,846 △537 　事業活動支出計 16,560 16,177 383

資金収支計算書　　平成28年４月１日から平成29年３月31日まで （単位：百万円）

収入の部
科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 14,034 14,009 25
手数料収入 619 749 △130
寄付金収入 470 474 △4
補助金収入 2,164 2,150 14
資産売却収入 51 51 0
付随事業・収益事業収入 196 176 19
受取利息・配当金収入 195 214 △19
雑収入 442 476 △34
借入金等収入 627 626 1
前受金収入 2,991 3,102 △110
その他の収入 1,472 1,463 9
資金収入調整勘定 △3,436 △3,595 159
当年度収入合計 19,825 19,895 △70
前年度繰越支払資金 12,729 12,729
収入の部合計 32,554 32,624 △70

支出の部
科目 予算 決算 差異

人件費支出 9,649 9,602 47
教育研究経費支出 3,831 3,564 267
管理経費支出 1,161 1,088 74
借入金等利息支出 32 28 4
借入金等返済支出 850 850 0
施設関係支出 748 504 244
設備関係支出 361 412 △51
資産運用支出 4,461 4,477 △16
その他の支出 261 431 △170
予備費 529 529
資金支出調整勘定 △203 △337 134
当年度支出合計 21,681 20,619 1,062
翌年度繰越支払資金 10,873 12,005 △1,132

支出の部合計 32,554 32,624 △70

貸借対照表　　平成29年３月31日 （単位：百万円）

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定資産 109,883 107,249 2,634
有形固定資産 62,287 63,187 △900
特定資産 44,740 41,164 3,576
その他の固定資産 2,856 2,897 △41
流動資産 12,473 13,239 △766

資産の部合計 122,356 120,488 1,868

負債及び純資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

負債総額 13,921 14,166 △245
基本金総額 108,733 105,322 3,411
第１号基本金 94,674 94,063 611
第２号基本金 2,300 1,500 800
第３号基本金 10,708 8,708 2,000
第４号基本金 1,051 1,051 0
繰越収支差額 △298 1,000 △1,298
純資産の部合計 108,435 106,322 2,113
負債及び純資産の部合計 122,356 120,488 1,868

「
本
に
囲
ま
れ
豊
か
な
時
間
を
」

石
井
副
学
長
、思
い
を
語
る

「
み
ち
の
き
ち
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

語
っ
た
。
当
日
は
60
人
を
超
え
る

観
客
が
集
ま
り
、
立
ち
見
も
出
る

ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
。

　

み
ち
の
き
ち
は
４
月
か
ら
学
術

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
１
階
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
奥
に
オ
ー
プ
ン
し

た
読
書
空
間
。
幅
さ
ん
の
選
書
に

よ
る
良
質
な
活
字
本
は
も
と
よ

り
、
マ
ン
ガ
や
写
真
集
な
ど
も
含

め
興
味
を
引
か
れ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
約
８
０
０
冊
が
並
ぶ
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
石
井
副
学

長
が
「
頭
の
柔
ら
か
い
時
期
に
本

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
時
間
を
送
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
思
い

や
、
同
様
の
ス
ペ
ー
ス
を
学
内
に

複
数
作
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
語
っ
た
。
選
書
を
担
当
し
た
幅

さ
ん
は
「
１
冊
の
本
が
学
生
の
皆

さ
ん
の
心
に
う
ま
く
刺
さ
る
よ
う

な
差
し
出
し
方
を
心
掛
け
た
」
と

話
し
た
。

決
算

平
成
28
年
度
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日本文化を知る講座がスタート
研究開発推進機構開設10周年を記念

　

本
学
と
特
別
招
聘
教
授
の

彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁
を
務
め

る
一
般
社
団
法
人
心
游
舎
と
の

共
催
に
よ
る「
新
潟
コ
メ
作
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」田
植
え
体
験
が

５
月
14
日
に
新
潟
市
内
の
農
園

で
行
わ
れ
た
。今
年
で
２
回
目
と

な
る
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、

彬
子
女
王
殿
下
も
参
加
さ
れ
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

農
薬
に
頼
ら
な
い
自
然
栽
培
で

コ
メ
作
り
を
行
う
こ
と
の
大
変

さ
や
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
を
学

生
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
の
殿
下

の
意
向
を
受
け
て
企
画
さ
れ

た
。
当
日
は
学
生
22
人
が
参

加
。
前
日
午
後
に
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
を
出
発
し
、
バ
ス
で
現
地

に
向
か
っ
た
。
夕
刻
、
新
潟
市

中
央
区
の
宿
舎
に
到
着
す
る

と
、
勉
強
会
を
実
施
。
新
潟
の

コ
メ
作
り
の
歴
史
な
ど
に
つ
い

て
、
同
地
で
自
然
栽
培
を
実
践

す
る
自
然
栽
培
新
潟
研
究
会
会

員
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

田
植
え
は
、
同
市
北
区
内
の

田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
、
学
生
や
地

元
住
民
に
よ
っ
て
２
時
間
ほ
ど

を
か
け
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
が

植
え
ら
れ
た
。

　

今
後
、同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
６
月
、８
月
に
草
取
り
、９

月
に
稲
刈
り
を
行
う
予
定
だ
。

（
写
真
・
増
山
正
芳
君
〈
神
文

３
〉
提
供
）

　

６
月
３
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ

ー
ル
で
、「
日
本
文
化
を
知
る
講

座
」
が
始
ま
っ
た
。
同
講
座
は
４

週
に
わ
た
る
連
続
講
座
。
１
回
目

は
「
古
典
か
ら
み
る
日
本
文
化
」

が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　

研
究
開
発
推
進
機
構
は
、
平
成

19
年
に
発
足
し
、
今
年
で
10
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
司
会
を
務
め

た
宮
本
誉
士
研
究
開
発
推
進
機
構

准
教
授
か
ら
、
そ
の
記
念
と
し

て
、「
日
本
文
化

に
関
す
る
研
究
成

果
を
発
表
す
る
」

と
講
座
の
趣
旨
説

明
が
あ
っ
た
。

　

最
初
の
講
演

は
、
渡
邉
卓
・
研

究
開
発
推
進
機
構

助
教
の
「
皇
典
講

究
所
・
国
学
院
と

『
古
事
記
』」。
本

学
が
文
部
科
学
省

の
平
成
28
年
度
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

に
採
択
さ
れ
、
古

事
記
学
セ
ン
タ
ー

が
設
け
ら
れ
た
こ

と
を
は
じ
め
と
す

る
本
学
で
の
古
事

記
学
研
究
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　

続
く
針
本
正
行

副
学
長
・
文
学
部
教
授
＝
写
真
＝

の
「
物
語
絵
巻
・
絵
草
紙
を
読

む
」
と
題
す
る
講
演
で
は
、
本
学

所
蔵
の
住
吉
物
語
絵
巻
を
取
り
上

げ
、
物
語
文
学
が
絵
画
と
出
合
う

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
文
化
を
創
造

し
た
の
か
解
説
し
た
。

　

同
講
座
の
２
回
目
以
降
は
６
月

の
毎
週
土
曜
日
に
同
時
刻
・
場
所

で
、
異
な
る
テ
ー
マ
で
開
講
さ
れ

る
予
定
だ
。

彬
子
女
王
殿
下
、学
生
と
田
植
え
を
ご
体
験

新潟コメ作りワークショップ、２年目

文学部講演会

日本における難民の現状
　６月６日午後0時50分か
ら、渋谷キャンパス学術メ
ディアセンター1階の常磐
松ホールで、文学部講演会
が開かれ、認定NPO法人 

難民支援協会（JAR）広報部の伏見和子氏が
「日本における難民問題の現状と課題」と題
する講演を行った。
　日本は難民条約加盟国の中でも難民認定が
厳しく、平成27年は7586人の申請者数のう
ち27人のみの認定となっており、申請後も
結果の通知まで約３年間かかり、その間の就
労が困難でホームレスに陥る難民もいるとい
う。伏見氏は難民を取り巻く厳しい現状や
JARが行っている支援内容を紹介した上で、
「まずは難民が日本にいることを知ってほし
い」と語った。

法学会講演会

看護師が受刑者の姿を語る
　５月30日午後０時50分か
ら渋谷キャンパス常磐松ホ
ールで、今年度１回目の法
学会講演会が行われ、新潟
刑務所の看護師・舩山健二

氏が「塀の中からみた社会・人間～刑務所看
護師の語り～」と題して講演を行った。
　舩山氏は実際の受刑者には生活保護などの
支援制度から零れ落ち、生きるために犯罪に
加担してしまう高齢者も多いと紹介。そうし
た受刑者に対しどのような看護を心がけてい
るのか、ナイチンゲールの「看護の覚え書」
「救貧の覚え書」に言及しつつ解説した。

TOEIC講座

常磐木寮生ら
新テストに向けて対策
　TOEIC Listening & Readingテストの出題
形式の一部変更に伴い、本学でも実施してい
るIPテスト（団体特別受験制度）にも新形
式問題が導入される。たまプラーザキャンパ
スで５月からLLC TOEIC講座が開かれてい
る。実践問題を多く解き、松岡弥生子教育開
発推進機構准教授の解説を受けて進められ
る。
　受講生の中には、語学力の習得を含めたグ
ローバル人材の育成を掲げる本学女子寮「学
寮　常磐木」に入居する女子学生も出席。寮
生たちは同講座終了後に、寮内で自主勉強会
を行っており、講座の復習と自習課題に取り
組み、試験対策を進める。

生きがい講座

大人と一緒にむかし遊びに
チャレンジ
　健康・運動に関する講座を地域の方にむ
け実施している人間開発学部地域ヘルスプ
ロモーションセンターでは、「生きがい講座
2017」（神奈川県教育委員会後援）を開講し
ている。
　５月20日には、今年度１回目となる「む
かし遊びをやろう！」がたまプラーザキャン
パス剣道場やグラウンドで行われ、地域の児
童とその保護者が参加した。植原吉朗センタ
ー長・人間開発学部教授と学生が指導し、コ
マ回しや竹馬やなど懐かしいむかし遊びにチ
ャレンジした。

地
元
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
農
作
業
着「
ヤ
マ
ギ
モ
」を
着
て
作
業
す
る
学
生
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国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
が
、
学
業
・

ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
貢
献
な
ど
で
成
果
を
上

げ
た
団
体
・
個
人
を
顕
彰
す
る
平
成
28
年

度
「
若
木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
の
表
彰
式

が
、
５
月
20
日
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
高
輪
の
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ

た
同
会
本
部
総
会
懇
親
会
の
席
で
行
わ

れ
、
受
賞
者
に
表
彰
状
と
賞
金
が
贈
ら
れ

た
。

　

若
木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
は
部
会
、
同
好

会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
、
立
派
な
成
績
や
結
果
を
あ
げ
た

り
、
地
道
な
活
動
な
が
ら
も
在
学
生
に
誇

れ
る
「
国
学
院
魂
」
を
示
し
た
り
し
た
団

体
や
個
人
、
あ
る
い
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
社
会
に
誇
れ
る
活
動
を
し
、
本

学
の
名
を
高
め
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す

る
も
の
。
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。

《
個
人
の
部
》（
学
年
は
応
募
当
時
・
敬

称
略
）
◆
間
瀨
稔
也
（
健
体
３
）
▽
準
硬

式
野
球
を
通
じ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
野
球

発
展
に
貢
献
（
東
都
準
硬
式
選
抜
と
し

て
）
◆
山
本
亜
紀
（
法
４
）
▽
山
形
県
朝

日
町
で
の

協
力
隊
活

動
《
団
体

の
部
》
◆

内
定
者
ア

ド
バ
イ
ザ

ー
▽
優
良

企
業
へ
の

内
定
を
獲

得
し
た
４

年
生
が
、

後
輩
の
就

活
を
支
援

◆
渋
谷
学

生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
▽

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
文
化
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
2
0
2
0
年
に
向
け
て
の
挑
戦
〜
◆
教

材
研
究
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
▽
子
供
た
ち

の
鑑
と
な
る
保
育
者
に
な
る
た
め
に

春の褒章 院友・小林氏も受章
　４月29日付で内閣府から発令された春の褒
章で、院友の受章が新たに判明した。（６月
10日現在、敬称略）
◇ 旭日小綬章（警察管理運営功労）▷小林一
成（昭40卒・73期文、昭41修・74期神専
攻、昭45修・78期修神、元栃木県公安委員
会委員長）

落語研究会60周年記念落語会

　落語研究会は、６月10日午後１時30分か
ら、渋谷キャンパス百周年記念館記念講堂
で、創立60周年を記念した落語会を開いた。
　同会OBでプロの世界で活躍する入船亭扇
辰さん（本名・川越辰朗[文学部出身]）＝
写真＝をはじめ、昨年社会人落語日本一に輝
いた万年堂きさ馬こと豊田雄二さん（平４卒
・100期文）など８人が高座に上がり、会場
を盛り上げた。記念の口上では、現幹部を含
む歴代の幹部６人が、60年の歩みをユーモア
たっぷりに語り、笑いを誘った。

　５月24日午後６時から渋谷キャンパス会議
室02で全国院友高等学校長会総会が行われ、
院友の高等学校長が集まった。五十嵐一郎高
等学校長会会長（昭46卒・79期文）のあいさつ
で始まった総会は、教職を希望する学生への
全面支援を行うことが決定したほか、就職状
況や入学試験状況の報告があった。総会終了
後、教職希望在学生との懇談会が開かれ、在学
生らは情報交換を積極的に行っていた。その
後、若木タワー18階有栖川宮記念ホールで懇
親会が行われた。在学生も加わり院友高等学
校長たちと和やかな時間を過ごした。

全国院友高等学校長会
学生支援の方針を決定

　

在
学
生
の
保
護
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
る

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
の
第
38
回
全
国

支
部
長
懇
談
会
と
第
47
回
本
部
総
会
が
、

５
月
20
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。

　

全
国
支
部
長
懇
談
会
は
、
午
後
1
時
か

ら
若
木
タ
ワ
ー
会
議
室
02
で
開
か
れ
た
。

三
竹
俊
彦
若
木
育
成
会
会
長
、
白
川
博
一

大
学
事
務
局
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
支

部
活
動
に
関
わ
る
連
絡
事
項
や
各
支
部
の

活
動
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

本
部
総
会
は
、
午
後
３
時
か
ら
学
術
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
前
年

度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
の
ほ
か
、

今
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
審
議
を
行

っ
た
。
会
長
を
含
む
役
員
選
出
で
は
、
新

た
に
加
藤
圭
子
副
会
長
が
新
会
長
に
選
出

さ
れ
た
。
退
任
し
た
三
竹
前
会
長
を
含
む

本
部
役
員
２
氏
と
３
年
連
続
で
支
部
長
を

務
め
た
３
氏
に
は
、
長
年
の
活
動
へ
の
尽

力
を
た
た
え
る
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈

さ
れ
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
、
場
所
を
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
高
輪
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム

に
移
し
て
、
若
木
育
成
会
本
部
総
会
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。　

　

加
藤
新
会
長
・
赤
井
益
久
学
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
の
祝
辞
に
引
き
続
き
、
若
木

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
（
別
項
参
照
）
の
表
彰
や

強
化
３
部
会
の
活
動
報
告
も
行
わ
れ
た
。

　

平
成
29
年
度
院
友
会
支
部
長
会
議
が
、
５
月
27

日
午
後
１
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室
02
で

行
わ
れ
、
全
国
各
地
の
院
友
会
支
部
か
ら
支
部
長

ら
が
出
席
し
た
。
佐
藤
美
穗
院
友
会
副
会
長
（
昭

41
卒
・
74
期
文
）
の
開
会
宣
言
の
後
、
𠮷
田
茂
穗

同
会
長
（
昭
40
卒
・
73
期
政
経
、
昭
41
修
・
74
期

神
専
攻
）
＝
写
真
上
＝
か
ら
は
「
今
年
は
院
友
会

発
足
１
３
０
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
。
実
の
上
が

る
支
部
長
会
議
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

会
議
で
は
大
学
か
ら
の
報
告
と
し
て
入
試
や
就

職
状
況
の
説
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
院
友
会
長
賞

学
生
の
部
に
選
ば
れ
た
柔
道
部
の
藤
阪
泰
恒
君

（
健
体
３
）
の
表
彰
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

会
議
後
、
支
部
長
ら
出
席
者
は
、
国
学
院
大
学

博
物
館
で
開
催
を
翌
日
に
控
え
た
特
別
展
「
高
円

宮
家
所
蔵 

根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。
セ
レ
モ
ニ
ー
や
関

連
講
演
会
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
通
じ

て
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
。

若
木
育
成
会 

本
部
総
会
を
開
催

新
会
長
に
加
藤
氏

平
成
28
年
度
若
木
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

２
人
・
３
団
体
が
受
賞

院
友
会 

支
部
長
会
議
を
開
催

「
節
目
の
年
」活
動
盛
ん
に

本部総会であいさつに立った赤井益久学長

院友会長賞を受賞した藤阪君

　若木育成会
では、例年５
月下旬から８
月にかけての
土・日・祝日
に全国各支部
で「支部の集
い」を順次開
催している。 
大学の現況や教務・就職・学生生活関係につ
いての説明、成績や就職などに関する個別相
談にも応じている。
　今年度も各地で開催が始まっている。６月
４日には渋谷キャンパス120周年記念2号館で
埼玉県支部の集いが開催され、約200人の保
護者らが参加した。冒頭に支部長と大久保桂
子本学副学長・文学部教授があいさつ。大学
の近況などを伝えたほか、支部役員の選出や
今年度活動案の報告が行われた。続いて担当
職員から教務・就職・学生関係についての説
明や個別相談の場が設けられた。

若木育成会「支部の集い」
全国各支部で順次開催



１
８
５
３
嘉
永
6

１
８
５
８
安
政
５
〜
６

１
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６
０
安
政
7

１
８
６
４
元
治
元

１
８
６
７
慶
応
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１
８
６
８
明
治
元

１
８
６
９
明
治
2

１
８
７
０
明
治
3

１
８
７
１
明
治
4

１
８
７
２
明
治
5

黒
船（
ペ
リ
ー
艦
隊
）

来
航

6
月

安
政
の
大
獄

咸
臨
丸
が
渡
米

1
月

禁
門
の
変

7
月

明
治
天
皇
即
位

1
月

戊
辰
戦
争
始
ま
る

1
月

学
制
公
布

8
月

神
仏
分
離
令

五
箇
条
の
御
誓
文

3
月

３
〜
10
月

岩
倉
使
節
団
を
欧
米
派
遣

11
月

大
政
奉
還

10
月

明
治
に
改
元
9
月

東
京
奠
都
3
月

戊
辰
戦
争
終
結
5
月

版
籍
奉
還
6
月

王
政
復
古
の
大
号
令

12
月

１
８
７
７
明
治
10

西
南
の
役

2
月

１
８
１
２
文
化
9

１
月

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
誕
生

１
８
１
５
文
化
12

２
月

久
我
建
通
、京
に
出
生

１
８
３
０
文
政
13

11
月

佐
佐
木
高
行
、土
佐
に
出
生

１
８
４
３
天
保
14

閏
9
月

国
学
者
・
平
田
篤
胤
死
去

12
月

井
上
毅
、肥
後
・
熊
本
に
出
生

１
８
４
４
天
保
15

10
月

山
田
顕
義
、長
州
・
萩
に
出
生

１
８
５
２
嘉
永
5

3
月

4
月

教
導
職
を
設
置

1
月

大
教
宣
布
の
詔

11
月

山
田
顕
義
と
佐
佐
木
高
行
、

岩
倉
遣
外
使
節
団
に
随
行

松
野
勇
雄
、

備
後
・
三
原
に
出
生

国
学
院
大
学

黎
明
期
の
歩
み

幕
末
・
維
新
の
歴
史
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標
　

７
０
０
年
続
い
た
武
家
政
権
か
ら
天
皇

親
政
へ
…
幕
末
・
維
新
は
未
曽
有
の
変
革

の
波
と
な
っ
て
日
本
を
揺
さ
ぶ
る
。
文
明

開
化
は
急
激
な
近
代
化
・
西
洋
化
を
招

き
、
や
が
て
「
日
本
ら
し
さ
」
を
求
め
る

声
が
高
ま
る
。
そ
の
際
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
な
っ
た
の
が
、「
神
道
」
で
あ
り
「
国

学
」
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
時
代
の

神
道
・
国
学
に
お
け
る
「
次
代
の
標し

る
べ
」
と

な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
明
治
15
年

に
創
設
し
た
の
が
皇
典
講
究
所
で
あ
る
。

　

初
代
総
裁
の
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
を
は

じ
め
本
学
創
立
に
関
わ
っ
た
人
物
の
多
く

は
、
未
曽
有
の
混
乱
を
生
き
抜
い
て
「
明

治
」
を
迎
え
た
。
動
乱
期
に
心
に
刻
ん
だ

「
慮お

も

い
」
が
本
学
の
源
流
と
な
っ
て
い
る

の
だ
。

　

「
茲
ニ
國
學
院
ヲ
設
立
シ
テ
専
国
史
・

国
文
・
国
法
ヲ
攷
究
シ
…
海
外
百
科
ノ
学

ヲ
亦
網
羅
兼
修
シ
テ
此
学
ノ
進
歩
拡
張
ヲ

計
ル
可
シ
」。
明
治
23
年
７
月
、
山
田
顕

義
は
国
学
院
の
開
設
を
謳
っ
た
「
國
學
院

設
立
趣
意
書
」
で
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

こ
の
趣
意
書
に
よ
っ
て
「
人
文
・
社
会
科

学
系
の
標
」
を
目
指
す
本
学
の
方
向
性
が

決
定
づ
け
ら
れ
た
。◇

　

今
回
の
特
集
は
、
本
学
の
校
史
研
究
に

携
わ
っ
て
き
た
神
道
文
化
学
部
の
齊
藤
智

朗
教
授
と
研
究
開
発
推
進
機
構
の
髙
野
裕

基
助
教
の
協
力
・
監
修
を
仰
い
で
い
ま

す
。

　

皇
典
講
究
所
の
初
代
総
裁
と
し
て
神
道

・
国
学
の
隆
盛
に
尽
く
さ
れ
た
有
栖
川
宮

幟
仁
親
王
は
、
世
襲
親
王
家
に
生
ま
れ

た
。
家
学
で
あ
る
書
道
を
究
め
て
「
有
栖

川
流
」
を
大
成
し
、
明
治
天
皇
の
御
手
習

（
書
道
）
師
範
も
務
め
た
文
人
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
そ
の
生
涯
は
波
乱
に
富
ん
だ

も
の
だ
っ
た
。

　

幟
仁
親
王
の
第
一
王
子
・
熾
仁
親
王
妃

に
は
孝
明
天
皇
の
妹
宮
で
あ
る
和
宮
親
子

内
親
王
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
朝
廷
と
幕

府
と
の
融
和
を
狙
っ
た
「
公
武
合
体
」
の

動
き
に
よ
っ
て
将
軍
・
徳
川
家
茂
に
嫁
ぐ

こ
と
に
。
こ
の
「
和
宮
降
嫁
」
は
、
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

　

元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
、
幟
仁
親
王

は
国
事
御
用
掛
の
要
職
に
就
い
た
が
、
禁

門
の
変
で
親
長
州
派
と
し
て
活
動
し
た
熾

仁
親
王
と
も
ど
も
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
る
。

明
治
天
皇
の
即
位
を
機
に
両
親
王
へ
の
処

分
は
解
か
れ
、
熾
仁
親
王
は
新
政
府
ト
ッ

プ
の
総
裁
と
な
っ
た
が
、
父
宮
の
幟
仁
親

王
は
表
舞
台
復
帰
を
避
け
続
け
た
。

　

幟
仁
親
王
が
皇
典
講
究
所
初
代
総
裁
に

就
い
た
の
は
、
新
政
府
に
お
い
て
神
道
を

取
り
仕
切
る
神
祇
事
務
局
総
督
や
神
道
教

導
職
総
裁
と
し
て
尽
力
し
神
道
界
と
所
縁

が
深
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
経

緯
か
ら
は
、
幟
仁
親
王
に
対
す
る
明
治
天

皇
の
信
頼
感
が
う
か
が
え
る
。

　

皇
典
講
究
所
開
校
式
に
お
い
て
幟
仁
親

王
よ
り
賜
っ
た
告
諭
の
精
神
は
、
今
日
に

お
い
て
も
本
学
の
建
学
の
精
神
（
神
道
精

神
）
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。

　

幕
末
の
志
士
・
坂
本
龍
馬
と
意
を

通
じ
、
土
佐
藩
主
・
山
内
豊
信
（
容

堂
）
の
側
近
と
し
て
も
活
躍
。
尊
王

攘
夷
派
と
つ
な
が
り
を
深
め
た
佐
佐

木
高
行
は
龍
馬
が
起
こ
し
た
「
海
援

隊
」
支
援
に
も
関
わ
り
、
長
崎
奉
行

所
占
拠
な
ど
の
奮
戦
記
も
伝
わ
る
。

　

大
日
本
帝
国
憲
法
・
皇
室
典
範
・

教
育
勅
語
な
ど
の
起
草
や
数
々
の
重

要
政
策
の
立
案
に
関
わ
り
、「
明
治

国
家
形
成
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ

　

初
代
所
長
・
山
田
顕
義
と
は
岩
倉

遣
外
使
節
団
で
と
も
に
欧
米
列
強
を

視
察
し
た
が
、
先
進
国
の
「
法
」
に

触
発
さ
れ
た
山
田
と
は
逆
に
「
日
本

ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
こ
と
と
な

る
。
明
治
天
皇
の
補
佐
な
ど
を
目
的

に
新
設
さ
れ
た
侍
補
に
転
じ
る
と
、

天
皇
親
政
を
目
指
し
、
そ
の
後
も
天

皇
の
側
近
と
し
て
奉
仕
し
続
け
た
。

　

佐
佐
木
が
国
学
院
と
関
わ
る
の

は
、
山
田
の
急
死
や
財
政
難
で
存
続

の
危
機
に
直
面
し
た
際
に
〝
救
世

主
〞
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
か
ら
。
活

を
入
れ
ら
れ
た
国
学
院
は
著
し
い
Ｖ

字
回
復
を
遂
げ
、
こ
れ
に
よ
り
大
正

期
に
は
当
時
の
飯
田
町
校
舎
が
手
狭

と
な
っ
て
、
渋
谷
校
舎
へ
の
移
転
が

実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ー
」
と
称
さ
れ
る
井
上
毅
。
彼
の
遺

文
書
群
で
あ
る
「
梧ご

陰い
ん

文
庫
」
は
、

明
治
日
本
の
近
代
化
・
西
欧
化
を
読

み
解
く
た
め
に
不
可
欠
な
資
料
群
で

あ
り
、
本
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

　

井
上
は
肥
後
・
熊
本
の
生
ま
れ
。

明
治
政
府
に
出
仕
し
、
維
新
の
元
勲

・
大
久
保
利
通
に
見
出
さ
れ
、
岩
倉

具
視
や
伊
藤
博
文
ら
の
右
腕
と
し
て

参
事
院
議
官
、
内
閣
法
制
局
長
官
な

ど
の
要
職
を
遍
歴
。
法
制
官
僚
と
し

て
活
躍
し
た
。
新
政
府
を
牛
耳
っ
た

「
薩
長
土
肥
」
の
藩
閥
外
か
ら
、
そ

の
実
力
ゆ
え
に
官
僚
の
ト
ッ
プ
に
昇

皇
典
講
究
所
初
代
総
裁

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王

皇
典
講
究
所
第
２
代
所
長

佐
佐
木 

高
行

本
学
の
黎
明
期
を
陰
で
支
え
る

井
上 

毅

存
続
の
危
機
を
回
避
し
た
救
世
主

明
治
国
家
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ナ
ー

　国学院大学創立135周年
記念展示「有栖川宮家旧蔵
資料と国学院大学の歴史」
は、７月23日まで渋谷キ
ャンパスの国学院大学博物
館校史展示室で開催中。本
学創立に深く関わった有栖
川宮家と本学のつながりを
紹介しつつ、135年の歴史
を振り返る貴重な資料が展
示されている。入館無料。
開館時間は10時～18時
（入館は17時30分まで）。

７月23日まで
博物館で記念展示

明
治
天
皇
の

信
を
得
て
舵
取
り

黎
明
期
、既
に
示
さ
れ
た

し

る

べ

し

る

べ



明治明治１８８２明治15１
８
８
３
明
治
16

１
８
８
９
明
治
22

１
８
９
２
明
治
25

１
８
９
３
明
治
26

１
８
９
６
明
治
29

１
９
０
６
明
治
39

１
９
１
２
明
治
45

１
８
７
９
明
治
12

学
制
に
代
わ
り
教
育
令
制
定

9
月鹿

鳴
館
時
代
始
ま
る

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

2
月

明
治
天
皇
崩
御
、

大
正
天
皇
即
位

7
月

１
８
９
４
明
治
27

日
清
戦
争

8
月

１
８
８
６
明
治
19

学
校
令
制
定

３
、
４
月

1
月

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
薨
去

7
月

「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」公
示

11
月

高
崎
正
風
、国
学
院
初
代
院
長
に
就
任

11
月

国
学
院
開
院
式

11
月

山
田
顕
義
死
去

11
月

第
１
期
卒
業
生
に
よ
り「
院
友
会
」設
立

3
月

井
上
毅
、文
相
に
就
任

7
月

国
学
院
第
１
回
卒
業
式

8
月

松
野
勇
雄
死
去

9
月

皇
典
講
究
所
、第
１
回
卒
業
式

10
月

山
田
顕
義
、内
務
卿
に
就
任

１
８
８
１
明
治
14

国
会
開
設
の
勅
諭

10
月

8
月

皇
典
講
究
所
設
立
認
可

2
月

有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
、初
代
皇
典
講
究
所
総
裁
に
就
任

11
月

皇
典
講
究
所
開
校
式

6
月

皇
典
講
究
所
の
校
地
を
東
京
市
麹
町
区

飯
田
町（
現
千
代
田
区
飯
田
橋
）に
定
め
る

11
月

皇
典
講
究
所
同
窓
生
の
会

「
水
穂
会
」発
足（
院
友
会
の
創
始
）

1
月

山
田
顕
義
、皇
典
講
究
所

初
代
所
長
に
就
任

１
８
８
５
明
治
18

内
閣
制
度
創
始

12
月

12
月

山
田
顕
義
、初
代
司
法
大
臣
に
就
任

１
８
８
７
明
治
20

6
月

佐
佐
木
高
行
、皇
典
講
究
所
・

国
学
院
長
に
就
任

１
８
９
０
明
治
23

教
育
勅
語

10
月

第
１
回
帝
国
議
会
が
開
会

11
月

１
８
９
５
明
治
28

3
月

井
上
毅
死
去

１
８
９
８
明
治
31

12
月

皇
典
講
究
所
、財
団
法
人
認
可

１
９
０
４
明
治
37

日
露
戦
争

2
月

4
月

国
学
院
、専
門
学
校
令
に
よ
る
認
可

6
月

私
立
国
学
院
大
学
と
改
称

１
９
１
０
明
治
43

3
月

佐
佐
木
高
行
死
去

１
９
０
３
明
治
36

9
月

久
我
建
通
死
去
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標
皇
典
講
究
所
初
代
副
総
裁

久
我 

建
通

　

久
我
建
通
は
五
摂
家
・
一
条
家
に

生
ま
れ
、
村
上
源
氏
嫡
流
で
五
摂
家

に
次
ぐ
清
華
家
・
久
我
家
を
継
い

だ
。
内
大
臣
な
ど
の
要
職
を
務
め
、

皇
典
講
究
所
開
設
に
際
し
初
代
総
裁

・
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王
よ
り
召
さ
れ

て
副
総
裁
に
就
任
し
て
い
る
。

　

孝
明
天
皇
か
ら
信
任
さ
れ
た
久

我
。
朝
廷
と
幕
府
の
融
和
を
図
る
公

武
合
体
を
リ
ー
ド
し
て
「
和
宮
降

嫁
」
に
関
わ
っ
た
た
め
、
尊
皇
攘
夷

派
か
ら
恨
ま
れ
て
失
脚
の
憂
き
目
に

遭
う
。
維
新
後
は
政
治
の
表
舞
台
か

ら
は
距
離
を
置
き
、
賀
茂
下
上
社
の

大
宮
司
や
教
導
職
の
大
教
正
な
ど
神

道
関
係
の
職
を
歴
任
。
皇
典
講
究
所

副
総
裁
就
任
後
は
生
涯
を
通
し
て
奉

仕
し
、
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
も
皇

典
講
究
所
・
国
学
院
を
支
え
続
け
た
。

　

平
安
か
ら
明
治
に
至
る
公
家
文
書
を
集
め
た
「
久
我
家
文
書
」
は
我
が
国
を

代
表
す
る
公
家
文
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
貴
重
な
資
料
群
は
、
本
学
と
の

縁
に
よ
り
寄
託
（
後
に
寄
贈
）
さ
れ
、
昭
和
63
年
６
月
６
日
に
文
書
の
大
部
分

に
当
た
る
２
４
６
１
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

皇
典
講
究
所
初
代
所
長

山
田 

顕
義

「
法
」に
こ
だ
わ
っ
た

小
ナ
ポ
レ
オ
ン

り
詰
め
た
人
物
だ
。

　

皇
典
講
究
所
に
お
い
て
、
井
上
は

山
田
顕
義
と
と
も
に
立
憲
政
治
や
国

民
教
育
の
基
礎
は
国
典
講
究
に
あ
る

と
演
説
し
、
そ
の
意
義
を
強
調
。

「
國
學
院
設
立
趣
意
書
」
修
正
に
も

関
わ
る
な
ど
、
国
学
院
の
設
立
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
。

　

本
学
黎
明
期
を
支
え
た
他
の
５
人

は
「
政
治
家
」
と
し
て
の
色
合
い
が

強
い
が
、
創
建
係
や
幹
事
と
し
て
皇

典
講
究
所
の
設
立
に
関
わ
っ
た
国
学

者
の
松
野
勇
雄
は
、
裏
方
と
し
て
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
実
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。

　

備
後
国
（
現
在
の
広
島
県
）
三
原

に
生
ま
れ
た
松
野
は
、
平
田
篤
胤
の

没
後
門
人
で
あ
る
父
の
影
響
も
あ
っ

て
自
ら
も
平
田
派
国
学
の
門
へ
。
明

治
前
期
に
教
導
職
と
な
り
、
神
道
事

務
局
生
徒
寮
や
神
宮
教
院
本
教
館
と

い
っ
た
神
職
養
成
機
関
の
設
立
に
尽

力
し
た
。

　

国
学
院
で
は
日
本
道
義（
道
徳
）の

教

も
執
っ
た
松
野
。体
調
悪
化
を

押
し
て
臨
席
し
た
国
学
院
の
第
１
回

卒
業
式
の
１
カ
月
後
に
こ
の
世
を
去

っ
た
。没
後
三
十
年
祭
を
期
し
て
、皇

典
講
究
所
長
名
に
よ
っ
て
贈
位
が
申

請
さ
れ
、従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。

　

自
ら
想
を
練
っ
た
「
國
學
院
設
立

趣
意
書
」
で
は
、
国
史
・
国
文
・
国

法
を
中
心
に
、
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

学
問
も
あ
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
の
重
要

性
を
説
き
、
本
学
の
進
む
べ
き
道
を

示
し
た
。

　

薩
摩
の
西
郷
隆
盛

か
ら
「
用
兵
の
天

才
」
と
、
長
州
の
高

杉
晋
作
か
ら
「
後
継

者
は
大
村
益
次
郎
。

そ
の
次
は
山
田
」
と

評
さ
れ
、
両
巨
頭
に

認
め
ら
れ
た
軍
事
の

天
才
。
皇
典
講
究
所

の
初
代
所
長
に
就
任

し
た
山
田
顕
義
の
前
半
生

は
、
長
州
藩
士
と
し
て
動

乱
期
に
身
を
投
じ
た
「
軍

人
」
で
あ
っ
た
。
吉
田
松

陰
と
大
村
の
下
に
学
ん
だ
山
田
は
戊
辰
戦
争
で
軍
功
を
立
て
、「
国

軍
」
創
設
に
も
尽
力
し
た
。
山
田
が
法
典
編
纂
作
業
に
力
を
注
い
で

い
く
き
っ
か
け
は
、
維
新
後
に
岩
倉
遣
外
使
節
団
の
一
員
と
し
て
目

の
当
た
り
に
し
た
先
進
国
の
姿
だ
っ
た
。
当
時
の
日
本
で
急
務
と
さ

れ
て
い
た
の
は
、
近
代
化
に
よ
っ
て
列
強
と
肩
を
並
べ
、
幕
末
に
結

ば
れ
た
不
平
等
条
約
改
正
を
優
位
に
進
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
山
田

は
、
日
本
の
進
む
べ
き
道
は
欧
米
並
み
の
「
法
治
国
家
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

考
え
、
独
自
に
フ
ラ
ン
ス
法
を
研
究
。
そ
の
姿
は
「
小
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
呼
ば

れ
て
も
い
る
。
内
閣
発
足
に
際
し
て
は
初
代
司
法
大
臣
に
就
任
し
、
現
在
へ
と

続
く
各
種
法
典
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
る
。

皇
典
講
究
所
幹
事

松
野 

勇
雄

進
む
べ
き
道
を
示
し
た
実
務
の
長

黎
明
期
に

奉
仕
し
た

名
門
の
公
家

時　代：江戸時代 
　八坂神社の祇園祭は、京都の
夏の風物詩です。山鉾巡行（現
在は毎年7月17日、24日）が行
われた日の夕方、同社の神々が
神輿に乗って御

お

旅
たび

所
しょ

へ向かう神
しん

幸
こう

祭
さい

（17日）と、神社へと帰る
還
かん

幸
こう

祭
さい

（24日）が行われます。
本屏風は、還幸祭の様子を描
き、左隻に３基の神輿、駒形稚
児、母

ほ

衣
ろ

武者、右隻に鴨川を渡った行列の先頭と八坂神社（祇園
社）の様子を描いています。 
展示案内：本資料の左隻は、博物館神道展示室で７月１日（土）～ 
　　　　　８月12日（土）までご覧いただけます。 
ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

No.3

今月の資料 祇園祭礼図屏風
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【萬葉集『巻十一』を読む】
▶ 正述心緒（柿本人麻呂歌集歌）を読む
（文学部兼任講師・多田元）＝Ａ・Ｂ
　 ７月19日㈬
▶ 相聞往来と恋歌の道（教育開発推進
機構助教・鈴木道代）＝Ａ、恋歌と物
語（文学部准教授・谷口雅博）＝Ｂ
　 ７月20日㈭
▶ 都市の生活と歌　巻十一の世界①
（文学部准教授・土佐秀里）＝Ａ、占い
とまじない・迷信　巻十一の世界②
（文学部准教授・土佐秀里）＝Ｂ
　 ７月21日㈮
▶ 巻十一の旋頭歌について（東京大学
名誉教授、二松学舎大学特別招聘教
授・多田一臣）＝Ａ、問答歌を読む
（東洋大学教授・菊地義裕）＝Ｂ
　 ７月22日㈯
▶ 古今と相聞と　にひむろほがひ（奈
良大学教授・上野誠）＝Ａ、民の歌

　母・娘・ますらを　（奈良大学教
授・上野誠）＝Ｂ
　 ７月23日㈰
 各時間は、Ａ＝９時30分～10時50
分、Ｂ＝11時５分～12時25分
【源氏物語『鈴虫』巻を読む】
▶ 講読１　女三の宮、持仏開眼の供養
を催す（文学部教授・小田勝）＝Ａ・Ｂ
　 ７月19日㈬
▶ 「紙屋の人」を召す光源氏（フェリ
ス女学院大学教授・竹内正彦）＝
Ａ、源氏物語の扇（国学院大学栃木
短期大学教授・林田孝和）＝Ｂ
　 ７月20日㈭
▶講読２　鈴虫の宴にて夜を明かす
（文学部教授・豊島秀範）＝Ａ・Ｂ
　 ７月21日㈮
▶ 松虫・鈴虫の鳴く庭（文学部兼任講
師・飯沼清子）＝Ａ、苦しみの炎
（国学院大学栃木短期大学准教授・

津島昭宏）＝Ｂ
　 ７月22日㈯
▶ 講読３　光源氏、冷泉院へ参上する
（本学副学長・文学部教授・針本正
行）＝Ａ・Ｂ
　 ７月23日㈰
 各時間は、Ａ＝13時10分～14時30
分、Ｂ＝14時45分～16時５分

平成29年度 
伝統文化に学ぶ講座（東京） 

 華道関係者の教養を高める目的で
「華道学術講座」として始まり、古
典文学・民俗学などの伝統文化に関
する内容に拡大したのに伴い「伝統
文化に学ぶ講座」に改め、多くの方
に受講していただいています。
７月30日㈰
 渋谷キャンパス学術メディアセンタ
ー１階・常磐松ホール

3000円
先着順（定員300人）
エクステンションセンター
　（☎03・5466・0270）
▶１講目
　 華道からたどる日本の心　今だか
ら見直したい「捧げる花」「活ける
心」（洗心流五世家元・鳥居茜月）
　 10時30分～12時
▶２講目
　 日本美術の百花繚乱　浮世絵に描か
れた文字と花々　（文学部教授・藤
澤紫）
　 12時50分～14時20分
▶３講目
　 『平家物語』の女武者　最後のいく
さに込めた巴御前の想い　（文学部
教授・野中哲照）
　 14時35分～16時５分

キャリアサポートキャリアキャキキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキキキキキャキキキャャャキャャャャキキキキキャ アャリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートトトトーーポポーポポ トトポ トトポポ トトトトキキキキキキキキキキキキキキキキ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

進路電話調査 
 進路・就職に関する「現状」を把握
することを目的とした電話調査を実
施します。調査結果は、支援内容・
企画の充実につなげますので、電話
には極力出ていただくよう、ご協力
をお願いします。※「決定・内定状
況」の確認ではないため、希望進路
（一般企業・公務員・教職・神社関
係・進学）は問いません。
・ ７月10日㈪～21日㈮
 ４年生
 キャリアサポート課
　（☎03・5466・0151）

インターンシップ参加希望者必須 
～マナー研修 

 就活の必須条件となるビジネスマナ
ーの重要性、敬語や電話対応、会社
訪問・面接時の動作などを解説・実
践します。
 ・ ７月３日㈪６限、４日㈫６限、
５日㈬の３限または５限

渋谷キャンパス
 １～３年生　※単位申請者はいずれ
か参加必須

インターンシップ参加希望者必須 
～夏季インターンシップ事前研修 

 インターンシップ参加に向けた目標
設定を行います。
・ ７月５日㈬４限
渋谷キャンパス
 １～３年生　 ※単位申請者は参加
必須

インターンシップマッチング面談 
～講座＆マッチング 

 面談を通して、チャレンジしやすく
希望に合ったインターンシップ先を
紹介し、インターンシップ実施中・
実施後も手厚くサポートします。
・ ７月12日㈬ ４・５限
渋谷キャンパス
 １・２年生（３年生も可）※マッチ
ングを希望の場合は事前研修に参加
していることが条件となります。

独学者向け 
公務員試験対策講座⑦～行政法 

 独学で試験勉強を行う学生に対し
て、勉強をする際の効率的な方法や、
スケジュールの立て方、重要科目の
ポイントを解説する講座です。筆記
試験だけでなく、近年重要度が高ま
っている面接試験に向けて、今から
できる対策方法をお伝えします。
・ ７月12日㈬４限
2303教室
公務員志望の２～４年生

公務員志望者専用個別面談 
 個別面談を行い、試験に対する情報
提供や実力強化を行います。本番を
想定した１対１の面接指導から自治
体研究・受験先団体に関することな
ど、何でも相談に乗ります。この機会
に公務員試験に関する不安・疑問点
を解消しましょう。
 ７月14日㈮・17日（月・祝）・21日㈮
キャリアサポート課内面接室
４年（空枠を下級生に開放）
 事前にキャリアサポート課の窓口ま

たは電話（☎03・5466・0151）で

公務員試験 演習会（無料模試）② 
～憲法・民法・行政法 

 単元ごとの演習（模試）を通じて、
日頃の学習成果の確認や、公務員試
験で出題される問題内容を理解し、
今後の試験対策に活かしましょう。
結果は、後日キャリアサポート課窓
口でお返しいたします。
・ ７月19日㈬５限
2303教室
２～４年生

夏季休暇活用ガイダンス 
 公務員を目指す人にとって、夏休み
をどう過ごすかが、大きな分かれ
道。筆記試験対策はもちろん、課外
活動の充実も大事なポイントです。
夏季休暇期間に、大きく成長するた
めのヒントをお教えします。
・ ７月19日㈬４限
2303教室
２～３年生

本紙へのご感想を
お待ちしています

　「国学院大学学報」では、読者の皆さまから
のご意見・ご感想を募集しています。今後、定
期的に本紙にて「読者の声」を紹介していく予
定です。掲載された方には、本学オリジナルグ
ッズを進呈いたします。ご投稿は以下の要領で
お願いします。
①今号の満足度５段階（低１～５高）②本紙へ
のご意見③住所④氏名⑤所属など（在学生の
場合〈学科・学年〉、保護者、院友〈本学卒業
生〉、本学・本法人教職員、その他いずれか）
を明記の上、はがき・ＦＡＸで国学院大学広報
課（連絡先は１面参照）までお送りください。
また、ＱＲコードよりＥメール作成画面を開く
ことができます。なお、お送りいただいた方の
個人情報は法令に基づ
いて取り扱いいたしま
す。
※ お寄せになられた原
稿・お便りは返却い
たしません

　

夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い

る
う
ち
に
、
科
学
や
最
先
端

の
技
術
を
学
べ
る
の
が
科
学

館
の
魅
力
で
あ
る
。
２
年
ほ

ど
前
に
子
ど
も
を
連
れ
て
都

内
の
科
学
館
を
訪
れ
た
際
、

私
は
童
心
に
か
え
っ
て
数
々

の
驚
き
と
感
動
の
体
験
を
し

た
。
実
験
や
体
験
を
通
し
て

「
不
思
議
だ
な
、
何
で
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問

や
好
奇
心
が
学
び
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
認
識
し
た
。

　

本
学
で
経
営
学
教
育
を
担

当
す
る
私
は
、
こ
の
よ
う
な

「
体
験
」
や
「
発
見
」
を
通

し
て
、
学
生
に
企
業
経
営
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
本
質
を

理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
、
産
業
界
や
社
会
と
つ

な
が
り
の
あ
る
授
業
の
運
営

に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
に
、
企
業
や
団
体
が
抱
え

る
実
践
的
な
課
題
に
対
し

て
、
チ
ー
ム
の
仲
間
と
協
力

し
て
解
決
策
を
検
討
す
る
授

業
が
あ
る
。
一
方
的
に
知
識

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ

て
い
る
学
生
に
と
っ
て
は
、

実
務
に
お
け
る
正
解
の
な
い

問
い
に
向
き
合
う
こ
と
に
苦

労
す
る
が
、
仲
間
と
意
見
交

換
を
重
ね
切
磋
琢
磨
す
る
経

験
に
よ
り
、
座
学
で
は
得
ら

れ
な
い
達
成
感
や
満
足
感
を

得
る
と
と
も
に
自
己
の
成
長

と
課
題
が
明
確
化
さ
れ
る
と

い
う
教
育
効
果
が
表
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
経
済
学
部
で
は
企

業
経
営
に
携
わ
る
方
々
を
講

師
に
迎
え
る
授
業
を
開
講
し

て
お
り
、
私
は
本
年
度
授
業

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て

い
る
。
毎
週
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
か
ら
講
師
を
招
き
、
現

場
の
体
験
談
か
ら
経
営
や
ビ

ジ
ネ
ス
の
実
態
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
一
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
生
き
方

を
知
る
こ
と
で
、
自
身
の
キ

ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
る
発

見
を
促
す
授
業
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
授
業
を
担
当

し
、
学
生
に
好
奇
心
や
感
動

体
験
を
与
え
る
こ
と
が
主
体

的
な
学
び
の
動
機
付
け
と
し

て
も
機
能
す
る
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
授
業

の
工
夫
や
改
善
を
重
ね
て
い

く
中
で
、
学
生
が
本
学
で
学

ぶ
楽
し
み
や
将
来
へ
の
希
望

を
見
出
せ
る
よ
う
な
授
業
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
た
い
。

驚
き
や
感
動
の
学
び
を 

デ
ザ
イ
ン若木が丘

だより
経済学部准教授

宮下 雄治

※ 詳細確認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹ
のキャリアサポートシステムから



9 平成29年６月 10日㈯　No. 658情 報

トインフォダイジェス 内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ
…… 在学生　 …… 卒業生　 …… 一般　 合合 …… 受験生

大学からの
お知らせ

ら大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
せ知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

高校生向けコンテスト作品募集 合合

 国学院大学と高校生新聞社では、第
21回全国高校生創作コンテストな
らびに第13回「地域の伝承文化に学
ぶ」コンテスト（いずれも国学院大学
若木育成会、国学院大学院友会、国学
院大学北海道短期大学部協賛）の作
品を次の要領で募集します。
【 応募期間】７月３日㈪～９月11日㈪
　※当日消印有効
【 応募条件】
　▶高校生であること
　▶ 自作未発表のもの
【 応募方法】
　《 個人》郵便番号・住所・氏名・学
年・性別・電話番号・高校名・担
当教諭名を記入し、応募の動機、
コンテストをどこで知ったかを書
き添えてください。

　《 学校》高校名・郵便番号・所在地
・担当教諭名・電話番号・応募者
氏名・学年・性別を作品ごとに記
入し、応募の動機も書き添えてく
ださい。

【 応募先】郵送で、〒194-0022東京
都町田市森野1-34-10高校生新聞社
コンテスト事務局①「第21回全国高
校生創作コンテスト係」②「第13
回『地域の伝承文化に学ぶ』コンテ
スト係」、またはメールで。
　（ contest2017@sclpa.jp）
【 発表】11月中旬に入賞者に通知、
主催者ホームページにおいても公表
します。
 高校生新聞社コンテスト事務局
　（☎042・724・2750）
　（FAX042・724・2710）
※ お知らせいただいた氏名・住所その
他の個人情報は、主催者において、
本コンテストの審査、本人および所
属高校への連絡、本コンテスト資料
の発送に利用いたします。なお、個
人情報を第三者に提供することはあ
りません。応募作品は、当主催者に
版権を帰属し、返却いたしません。
①全国高校生創作コンテスト
【部門】
　▶ 短篇小説の部（１人３篇以内＝1
篇4000字以内）

　▶ 現代詩の部（１人３篇以内＝１篇
45行以内）

　▶ 短歌の部（１人３首以内）
　▶俳句の部（１人３句以内）
　※ 各部門とも専用の応募用紙、また
はＡ４サイズの用紙で提出。封筒
には必ず「◯◯部門作品在中」と
記入してください。

【 表彰】最優秀賞（各部門１人、賞
状・副賞５万円・記念品）、優秀賞
（各部門２人、賞状・副賞３万円・
記念品）、佳作（各部門５人、賞状
・副賞１万円相当の図書カード・記
念品）、文部科学大臣賞（１校、賞
状・副賞５万円相当の図書カード・
記念品）
②「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト
【部門】
　▶ 地域文化研究部門（祭り・伝統行
事・郷土料理・方言などの調査研
究=個人・団体）

　▶ 地域民話研究部門（昔話・伝説な
ど民話の調査研究＝個人・団体）

　▶ 学校活動部門（学校や部、クラス
などの活動として地域研究活動の
実践報告）

　※ レポート枚数自由（ただしＡ４サ
イズの用紙を使用）、映像の場合
は15分以内で提出。地域文化・
地域民話の両部門は封筒に「○○
部門個人または団体応募作品在
中」と記入してください

【 表彰】
　▶ 地域文化研究部門・地域民話研究
部門：最優秀賞（個人・団体それ
ぞれ１作品、賞状・副賞５万円・
記念品）、優秀賞（個人・団体そ
れぞれ２作品、賞状・副賞３万円
・記念品）、佳作（個人・団体そ
れぞれ２作品、賞状・副賞１万円
相当の図書カード・記念品）

　▶ 学校活動部門：優秀賞２校（賞状
・副賞３万円相当の図書カード・
記念品）

　▶ 折口信夫賞：１作品（賞状・研究
費５万円・記念品）

図書館　日曜開館します！ 

 レポート作成期、前期試験期に伴
い、７月の下記日曜日、両図書館を
開館します。ぜひご利用ください。
・ ・
　▶ 渋谷キャンパス：７月２日・９日
・16日・23日・30日、10時～18時

　▶ たまプラーザキャンパス：７月２
日・９日、９時～16時30分

　　※16日・23日・30日は休館
　なお、17日㈷は授業実施日のため
両図書館とも平常通りの開館です。
在学生
図書館事務課
　（☎03・5466・0159）

大学院　平成30年度秋季入試 合合

 国学院大学大学院では、上表の日程

で平成30年度の秋季入試を実施し
ます。文学研究科は、本年度から
学部４年生を対象に、GPAによる
成績選考を導入します。選考方法
は、書類審査と口述試験のみとなり
ます。対象学部と出願資格について
は、各専攻で異なります。詳しくは
お問い合わせください。
大学院事務課
　（☎03・5466・0142）

平成30年度 推薦入試・特別選考入試 合合

 国学院大学では、下表の日程で平成
30年度の推薦入試・特別選考入試
を実施します。
入学課（☎03・5466・0141）

イベント

ライブ＆トーク「越境するうた」 

松田美緒さん 山口亮志さん 小泉凡さん

 国学院大学文学部外国語文化学科
《多言語・多文化の交流と共生》プ
ロジェクトの一環として開催。スペ
イン語・ポルトガル語圏で人々の生
活に分け入りながら活動を続ける歌
手の松田美緒さんが、ギター＆ブズ
ーキ（ギリシャ音楽などで用いる楽
器）奏者の山口亮志さんとともに最
新アルバム「エーラ」収録曲を披露
します。トークゲストは小泉八雲記
念館館長の小泉凡さんです。司会は
外国語文化学科の笠間直穂子准教
授。

７月４日㈫
 18時開場、18時30分開演（20時30
分終演予定）
 渋谷キャンパス学術メディアセンタ
ー１階・常磐松ホール
無料
不要
 国学院大学文学部・笠間研究室
　（☎03・5466・6270）

平成29年度　国学院大学公開 
古典講座（萬葉集・源氏物語） 

 昭和初期に開講した「萬葉講座」の
流れを受け継いだ伝統ある講座を今
年度も開催します。本学が最も得意
とする古典文学作品の中から「萬葉
集」と「源氏物語」にテーマを絞っ
た短期集中型（夏期の５日間）の講
座です。
 渋谷キャンパス学術メディアセンタ
ー１階・常磐松ホール
 各講座１日2000円、４日以上8000
円（オープンカレッジ会員は４日以
上受講5000円）
 ７月７日㈮（必着）までに、本学ＨＰ
のイベント紹介ページ（https://
www.kokugakuin.ac.jp/general/
eventlist/p2）から公開講座リーフ
レットを請求し、受講申請書に必要
事項を記入して、FAX（03・5466・
0528）または郵送（〒150-8440東京
都渋谷区東4-10-28国学院大学エク
ステンションセンター）でお申し込
みください。
　※ 各講座とも先着300人。定員を超
えた場合は補助テーブル付きの椅
子を利用する場合があります。
エクステンションセンター
　（☎03・5466・0270）

大学院　平成30年度秋季入試日程
研究科 区　分 専　攻 募集人員 出願受付期間 試験日・合格発表日 入学手続期間

文
学

前
期

一　般
神道学・宗教学 10人

9月14日㈭
  ～22日㈮

【試験日】
10月7日㈯

【合格発表】
10月10日㈫

【１次手続】
10月16日㈪～23日㈪

【２次手続】
 平成30年２月21日㈬
　　　　　  ～27日㈫

文　学 15人
史　学 20人

留学生
神道学・宗教学

若干名

文　学
史　学

学内成績選考
神道学・宗教学
文　学
史　学

社会人
神道学・宗教学

【試験日】
10月11日㈬

【合格発表】
10月13日㈮

文　学
史　学

後
期

一　般
神道学・宗教学
文　学
史　学

留学生
神道学・宗教学
文　学
史　学

社会人
神道学・宗教学
文　学
史　学

法
学
前
期

一　般

法律学

５人

9月1日㈮
  ～14日㈭

【試験日】
  9月30日㈯

【合格発表】
10月3日㈫

【１次手続】
10月6日㈮～13日㈮

【２次手続】
平成30年2月21日㈬
　　　　   ～27日㈫

留学生
若干名学内成績選考※

社会人

経
済
学
前
期

一　般

経済学

５人
留学生

若干名社会人
学内推薦

※法学研究科（前期課程）学内成績選考の秋季募集は４年次在学者に限る

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
第

20
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式

平成30年度 推薦入試・特別選考入試日程
入試制度 学　部 募集人員 出願期間（最終日消印有効） 試験日 合格発表日 入学手続期間（最終日消印有効）

神道・宗教特別選考［Ⅰ期］ 神道文化 47人 8月30日㈬～  9月6日㈬
【１次選考】書類選考   9月15日㈮

【１次手続】10月2日㈪～10日㈫
【２次手続】11月24日㈮～12月1日㈮【２次選考】  9月24日㈰   9月30日㈯

神職養成機関（普通課程）特別選考 神道文化（フレックスA） 2人   9月24日㈰   9月30日㈯

院友子弟等特別選考 全学部※ 41人 【１次出願】 ８月30日㈬～9月6日㈬【１次選考】書類選考   9月20日㈬ 11月24日㈮～12月  1日㈮【２次出願】10月10日㈫～16日㈪ 【２次選考】11月12日㈰ 11月22日㈬

公募制自己推薦（ＡＯ型）

経済 (K-ENT方式) 42人 8月30日㈬～  9月6日㈬   9月24日㈰   9月30日㈯ 【１次手続】10月2日㈪～10日㈫
【２次手続】11月24日㈮～12月1日㈮

文（中国文は社会人含む） 59人

9月27日㈬～10月4日㈬
【１次選考】書類選考 10月20日㈮

11月24日㈮～12月1日㈮神道文化 12人
法（社会人含む）※ 26人 【２次選考】11月12日㈰ 11月22日㈬人間開発 40人

※法学部法律学科法律専門職専攻を除く



団体個人の成績
剣道部＝５月14日に日本武道館で第63回関
東学生剣道選手権大会行われた。同部からは
８人が出場し、田上敬之君（神文４）が４回戦
進出、藤野聖那君（健体２）が５位入賞を果た
し、第65回全日本学生剣道選手権大会への出
場権を獲得。また、20日に東京武道館で行わ
れた第49回関東女子学生剣道選手権大会に
は、13人が出場。５回戦敗退の表ちさとさん
（健体４）、ベスト16に入賞した杉本唯子さん
（初等２）が第51回全日本女子学生剣道選手
権大会への出場枠を獲得した。
卓球部＝５月19日から21日まで所沢市民体
育館で行われた平成29年度春季関東学生卓
球リーグ戦で、本学男子が２部で２位の結果
を残し、６月10日㈯に１部の法政大学と入
替戦に挑む。女子は１部で８位となり、２部
降格が決まった。
ソフトテニス部＝５月21日に東京経済大学
武蔵村山キャンパステニスコートで、平成29
年度関東学生ソフトテニス春季リーグ男子１
部・２部入替戦が行われた。リーグ戦１部６位
の男子は、２部優勝の東京経済大学と対戦。３
－１で勝利し、１部残留が決定した。４部優勝
の女子は、３部６位の神奈川大学と対戦し、２
－０で勝利し、３部昇格を果たした。

強化部会主なスケジュール（７月）
柔道部＝平成29年度東京都ジュニア柔道体
重別選手権大会 個人戦（７／９㈰９：00～
・東京武道館）
剣道部＝第51回全日本女子学生剣道選手権
大会（７／22㈯・エディオンアリーナ大
阪）、第65回全日本学生剣道選手権大会（７
／23㈰・同）

歩きやすく
おしゃれな
レインシュ
ーズを履く

歩
お
レ
ー

尾澤　桃子
（法３）

雨に濡れて
色鮮やかに
なった植物
に癒される

永井　伶奈
（日文４）

次の晴れの
日のことを
考えて気分
が上がる

次
日
考
が

本間　由
（日文３）

雨が降った
時の鉄さび
のような乾
いた匂いと
静けさ

雨
時
の
い
静

毛利　将史
（史２）

講義中に、
先生が話し
てくださる
雨について
の小話

講
先
て
雨
の

塚本　咲実利
（日文２）

小説のまね
をして、真
っ暗な部屋
で窓を開け
て聞く雨音

小
を

で
て

宮田　愛萌
（日文１）

湿気で髪の
毛にパーマ
がかかりや
すくなる

湿
毛
が
す

柳下　桂一郎
（史３）

家で時間を
忘れて読書
をすること

家
忘
を

鈴木　亜美
（日文１）

透明な水た
まりに水が
跳ねないよ
うにそっと
入ること

透
ま
跳
う
入

山本　莉紗子
（外文２）

水色のお気
に入りの柄
の傘を差し
て出歩く

水
に
の
て

石原　礼奈
（日文１）

雨の音に耳
を澄ませて
リラックス
すること

利

雨
を
リ
す

豊田　亜佑
（哲１）

窓に映る雨
のしずくを
眺めること

窓

眺

後藤　哲冶
（日文２）

雨の日の楽しみは？テーマ じめじめとして気分まで憂鬱になりがちな梅雨の時期。
雨の日でも小さな楽しみを見つけて過ごしたいものです。

　2020年東京五輪の正式種目として新たに採用されたス　2020年東京五輪の正式種目として新たに採用されたス
ポーツクライミング競技。五輪では３種目からなる複合競ポーツクライミング競技。五輪では３種目からなる複合競
技として行われる。その中の１つ、「ボルダリング」が誰技として行われる。その中の１つ、「ボルダリング」が誰
でも楽しめるスポーツとして人気を集めている。今回は、でも楽しめるスポーツとして人気を集めている。今回は、
渋谷駅近くのスタジオで学生記者がチャレンジした。渋谷駅近くのスタジオで学生記者がチャレンジした。

　恐る恐る挑戦したが、慣れると楽しくなり、〝登
頂〟の達成感は格別。体をしっかりほぐしてから登る
ことで、怪我の心配もなく安全に楽しむことができ
る。スタジオは都内を中心に増えており、老若男女を
問わずボルダリングを楽しむ人も増えているという。
まずはスタジオに足を運んでみてはいかがだろうか。

〈取材〉尾澤・山本

■ 店舗情報　 
ボルダリングスタジオ PEKI PEKI 渋谷明治通り本店　　住所：渋谷区神宮前６－19－14　電話番号：03-5778-0247
営業時間：平日 12:00～23:00 土日祝 11:00～22:00　料金（税抜価格）：初回登録料￥1000 　１日料金 平日￥2000
（一般）、￥1800（大学生）　土日祝￥2400（一般）、￥2000（大学生）　平日夜間料金（18:00～）￥1800（一般）、
￥1500（大学生）　その他用具レンタル料金別途

学生記者が 人気急上昇中！

五輪新種目を体 験！！
渋谷で

スポーツクライミング競技
で唯一ロープを使わず、自

分の手足のみで高さ５ｍほどの岩を登る競技。手足を置くホ
ールド（壁の突起）の位置は決められている。力だけで登って
いるように見えるものの、決められたコースをどのようにし
て登るかを考える必要があり、「体を使ったチェス」の異名も。

ボルダリングとは

　ボルダリングに必要なもの

は、クライミングシューズと専

用のチョークの２つだけ。ほと

んどのスタジオでは貸し出し

用を用意していますので、学校

帰りや仕事帰りに気軽に立ち

寄ってみてください。

今回教
えて

今回教
えて

☜☜ くださったの
は…

くださったの
は…

ボルダリングスタジオ
PEKI PEKI

 渋谷明治通り本店 店長

牧野 大吾さん

若木体育祭
年に1度の学生同士の対決
　５月14日、たまプラーザキャンパスで第
56回若木体育祭が開催された。若木体育祭
実行委員会が企画した９競技が５会場に分か
れて行われた。学生はクラスや部会・サーク
ルの仲間同士で参加。二人三脚リレー、フッ
トサル、バスケットボールなどで白熱した戦
いが繰り広げられた。

シューズは親指が曲がるくらい

の、少し窮屈なものがおススメ

ここがPOINT!

まずはシューズ選び。次に、滑り止めのまずはシューズ選び。次に、滑り止めの
液体チョークを手に塗って液体チョークを手に塗って
よく乾かす。入念に柔軟体よく乾かす。入念に柔軟体

操をして準備は完了だ。操をして準備は完了だ。

1

手足の位置を考えつつ、上を目指してひ手足の位置を考えつつ、上を目指してひ
たすら登る。腕が痛くなると、アドバイたすら登る。腕が痛くなると、アドバイ
スを思い出し、腰を落とす。これを繰りスを思い出し、腰を落とす。これを繰り

返していくうちに、遂に「G（ゴ返していくうちに、遂に「G（ゴ
ール）」のホールドを掴むことがール）」のホールドを掴むことが
できた。できた。

3

降りるときは１メートルほどまでゆっくり降

り、下に敷かれたマットに飛び降りましょう

ここがPOINT!

今回は一番易しいコースとされる３メー今回は一番易しいコースとされる３メー
トルほどの初心者用の壁に挑戦。初めはトルほどの初心者用の壁に挑戦。初めは
スムーズに登れたものの、途中で手や足スムーズに登れたものの、途中で手や足

を置く位置が分からなくなり、「体を使ったチェを置く位置が分からなくなり、「体を使ったチェ
ス」を実感する。考えているうちに、ホールドをス」を実感する。考えているうちに、ホールドを
掴む腕が痛くなり、何度かリタイア。掴む腕が痛くなり、何度かリタイア。

腕に負荷がかからないよう、腰を落とし足に

体重をかけましょう

ここがPOINT!
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井上主将

　錦織圭選手が世界のトップクラスで戦うように
なってから、テニスは国内の注目が集まってき
た。そのテニスに、野球と同様の「軟式」がある
のはご存じだろうか。ソフトテニスとも呼ばれ、
硬式テニスに比べて軟らかいゴムボールを使う。
硬式と異なり、ダブルスで勝負を競うのが主流
だ。
　本学のソフトテニス部は、大学トップクラスの
レベルで戦い続けている。平成27年度に関東学
生リーグ１部（６チームで構成）に昇格すると、
４期連続で１部に所属し奮戦している。
　主将を務める井上太晴君（健体３）は、１年生
の時からリーグ戦で戦い続けている。伸びやかな
フォームから生まれる力強いストロークを武器
に、エースとしてチームを支えてきた。「１部に
昇格したときの先輩たちの背中は、今でも強く印
象に残っています」と井上君は話す。部の歴史を

変えた偉大な先輩の姿は、今
も井上君が高みを目指す原動
力になっている。
　　しかし、今年５月に行わ
れた春季リーグでチームは最

下位となり、入れ替え戦
で負ければ２部へ降格
という瀬戸際まで追
い詰められた。苦し
みながらも１部残留
は成し遂げたが、こ
の結果を受けて「１
部昇格を決めた先輩
たちに『憧れる』だけ

　　「宇宙戦艦ヤマト」は43年前に
放映された国民的ＳＦアニメ―ショ
ンですが、世代ではありませんよね。
森川さん（以下、森川）　そうですね
（笑）。高校時代、音楽の授業で聞いて
から耳に残っています。大学時代の
剣道部の仕事や、勤め先で業務を振
られたとき「この仕事を誰かがやら
なきゃ、部や職場が回らない」と。そ
うすると自分がやるしかないと思

い、仕事を引き受けています。常にこ
の言葉が私の中にありました。
　　学生時代、剣道部に所属されて
いたのですね。
森川　はい。主務（マネージャー）
を務めていました。一部員として練
習に励む中、主将の補佐として、卒
業生への連絡や雑務などの仕事をし
なければなりません。「なんで僕が
やらなきゃいけないんだ…」。そう

思うこともありました。ですが、明
治25年に創部された伝統のある部
のためを思えば、苦しくてもこなす
ことができました。
　　社会に出ても、それは変わらず
あり続けるのですね。
森川　700年の伝統を誇る能楽の世
界はとても奥深いです。23歳で出
会ったこの業界の仕事に対しては柔
軟な姿勢でいこうと思っています。

いろんな仕事を引き受けることで信
頼関係も生まれるのかな、と考えて
います。剣道も能楽も好きな世界。
つらいことがあっても、楽しいこと
を見つけ、のめり込んでいけるのだ
と思います。
　　ありがとうございました。
 〈取材〉本間

　学問の師や人生の先輩たちが目指す理想の姿とは。彼らの人生を支える言葉とともに、目標とする大人として
あるべき姿を取材する。今月は４月にオープンした商業施設「GINZA SIX」に移転した観世能楽堂の興行部に勤
める森川且滋さんに学ぶ。

誰かがこれを やらねばならぬ（「宇宙戦艦ヤマト」主題歌より）
森川且滋さん（観世能楽堂・興行部、平20卒・116期経）

　５月28日午前９時から、日本武道館（千代田区）
で東京学生柔道優勝大会（東京学生柔道連盟主催）
が開催され、本学柔道部は２回戦から出場した。
　この大会は７人による団体戦。同部は、初戦
の一橋大学戦を７―０で制し、好スタートを切
った。続く３回戦は昨年準優勝の明治大学との
対戦。三将には、４月にジュニアの国際大会男子
73kg級で優勝した島田隆志郎君（健体２）が、

100kg超級の小川雄勢選手に挑んだ＝写真＝。
シニアの国際大会出場の実績もある相手に島田君
は、足技などで果敢に攻め込むも引き分け。７試
合中６試合が引き分けの大接戦も一歩及ばず、０
―１で本学は敗れ、ベスト16に留まった。
　この結果、同部は６月24日㈯・25日㈰に行わ
れる全日本学生柔道優勝大会への出場権を獲得し
た。

東京学生柔道優勝大会
接戦の末ベスト16柔道部

じゃダメということを痛感しました。先輩たちを
『超える』という意識で、１部残留ではなく１部
入賞を目指します」と井上君は力強く語った。
　主将になった井上君は練習を改革した。同じ練
習を繰り返してきたこれまでのスタイルに加え、

１球に対する緊張感や集中力を高めることを常に
部員の中に徹底している。秋に行われるリーグ戦
では３位以内を目指す。覚悟を決めた井上君の瞳
に迷いはない。「超える」ことを目標にした本学
ソフトテニス部から目が離せない。 〈取材〉後藤

１部入賞へ１部入賞へ
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将史（史２）／山本莉紗子（外文２）／石原礼奈（日文１）／鈴木亜美（日文１）／豊田亜佑（哲１）／宮田愛萌（日文１）］

K:DNA　　創立135年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

ちょっと寄り道ちょっと寄り道
　溶岩焼ダイニングCampusのおすすめは「ごろご
ろチキンカレー」。その名のとおり大きめにカットさ
れた鶏肉は柔らかく、食べ応えがある。あめ色になる
まで炒めたたまねぎが辛さを和らげて、小さな子供で
もおいしく食べられるだろう。平日ランチタイムは

500円で提供され
ていて、ご飯の大
盛りサービスも無
料。学生のお財布
とおなかに大満足
の一皿だ。
 〈取材〉山本

ごろごろチキンカレー
平日ランチタイム限定￥500（税込価格）

満腹間違いなし！チキンカレー

神奈川県横浜市青葉区新石川3-13-14
たまプラーザキャンパスから徒歩３分
連絡先：050-3477-3482
定休日：無
営業時間： ランチ11:00～15:00（L.O.15:00）
 ディナー15:00～23:00（L.O.22:00）

たまプラーザ駅
南 口

東急田園都市線

横浜市立
新石川
小学校

溶岩焼
ダイニング
Campus

たまプラーザ
キャンパス

溶岩焼ダイニングCampus

河　宗傑君（神文４）
 １年生からインターンシ
ップに参加していた河君。
仕事に対する姿勢を学んで
きた。「若いうちにたくさ
ん失敗をしろ」。その時の
アドバイスは、就職活動で
も彼の背中を押している。
 〈取材〉毛利

挑戦を恐れないことを
心に留めて

　８月に台湾・台北で開催される第29回ユニバーシアード競技大会の柔道競技日本選
手団の候補名簿を全日本柔道連盟が発表した。本学柔道部からは、男子60㎏級に藤阪
泰恒君（健体３）が選出された。今後日本オリンピック委員会の理事会で承認され正式
に選手団の一員として認定される予定。
　全日本柔道連盟の強化選手でもある藤阪君は、今年２月にイタリア・ローマで行われ
たヨーロッパオープン・ローマ大会60kg級でシニアの国際大会で初優勝を果たすなど
実績を挙げている。藤阪君が出場する予定の柔道男子60kg級は大会４日目の８月23日
㈬に行われる予定だ。

ユニバーシアード競技大会日本代表選出
柔道部・藤阪君

硬式野球部

東都 終盤粘れず２位
　　諸見里君、西丸君がベストナイン

東都大学野球春季リーグ結果
順位 大学名 勝数 負数 分数 勝率 勝点
1 東 洋 大 8 2 0 0.8 4
2 亜細亜大 7 5 0 0.583 3
2 国学院大 7 5 1 0.583 3
2 中 央 大 7 5 0 0.583 3
5 日 本 大 5 7 0 0.417 2
6 専 修 大 0 10 1 0 0

都大学野球春季１部リーグ（４月４日～５月24日）は全日程を終了
し、本学硬式野球部は７勝５敗１分、勝ち点３で、勝率で亜細亜大
学、中央大学と並び２位に終わった。

　５月９日、10日に行われた東洋大学との首位攻防戦に連敗し、自力優勝の可能
性は消えた同部は、亜細亜大学との最終戦に春季リーグ初優勝の望みをかけた。
　５月17日の１回戦は、山岡就也君（健体３）、宮内崇匡君（神文４）の両左腕
の投手リレーで逃げ切り、２―１で勝利した。しかし、２回戦（19日）、３回戦
（23日）に敗れ、東洋大学の12季ぶり17度目の優勝が決まった。
　個人表彰では、ベストナインに、遊撃手で主将の諸見里匠君（経）＝写真＝
が、指名打者で西丸泰史君（経ネ３）が初めて選ばれた。

東
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